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年には 26種が新種記載された。一方，日本植物病名目
録（日本植物病理学会，2025）に収録されている Alter-

naria属菌による国内の病害は，病名未提案や病原未同
定なども含め 172項目であり（ヒマワリ黒斑病菌とイネ
腹黒米の病原菌は現在別属），NISHIKAWA and NAKASHIMA

（2020）が報告した目録未収録種を加えても国内におけ
る植物病原性 Alternariaは 52種である。さらに日本産
菌類を初出文献と共に収載した日本産菌類集覧（勝本，
2010）に登載されている非植物病原菌種などを含める
と，63種が国内で確認されていることになる（表―1）。
なお，樹木に記録のある菌類の宿主，分布，文献を網羅
した日本産樹木寄生菌目録（小林，2007）では 5種しか
認められないことから（多くは A. alternataおよびその
異名か未同定種），本属菌の宿主は概して樹木よりも草
本植物に偏りが見られるようである。
現在本属内には 30の sectionが提案されていて，日
本産種の所属する各 sectionの概要は以下の通りである。
これ以外の sectionについては LI et al.（2023）を参照さ
れたい。

 1 Section Alternantherae
旧 Nimbya属のうち，ヒユ科植物に病原性を有する種
で構成される。形態的には，糸状嘴部を有する大型の分
生子を単生し，Corynespora属菌のような偽隔壁構造が
特徴的である（図―2P）。国内ではセンニチコウ斑葉病
菌 A. gomphrenaeを含む 3種が確認されている。

 2 Section Alternaria
本属の基準種である A. alternataを含む比較的小型の

分生子が多数連鎖するグループで（図―2A），78種が記
載されている最も大きな sectionである。ナシ黒斑病菌
A. gaisen（＝A. kikuchiana）やイリス類さび斑病菌 A. 

iridicolaなど様々な宿主植物の病原菌が記載される一
方，菌学的な記載のみで病原性の有無は明らかではない
種も多い。国内既知種は 9種と少なく，56の病名に関す
る病原菌のおよそ 8割が A. alternataによるものである。

 3 Section Brassicicola
アブラナ科黒すす病あるいは黒斑病の病原菌 A. 

brassicicolaが所属し，比較的小型の分生子が多数連鎖
する（図―2H）。ほかの記載種は基本的に本種の異名と
考えられるため，現状 1種のみで構成される系統群と考
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図－2 主要な日本産 Alternaria属菌の形態
A：A. alternata，B：A. atra，C：A. botrytis，D：A. chartarum，E：A. radicina，F：A. cumini，G：A. triangularis， 
H：A. brassicicola，I：A. japonica，J：A. nobilis，K：A. penicillata，L：A. cinerariae，M：A. panax，N：A. brassicae，
O：A. porri，P：A. gomphrenae．スケールバーはいずれも 25μm．
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えてよい。
 4 Section Cheiranthus
国内でキャベツ種子から分離されている A. cheiranthi

を含む，2種による系統群である。ニオイアラセイトウ
などアブラナ科植物に病原性があるとされる。日本産菌
株については再検討が必要と思われる。

 5 Section Crivellia
旧 Crivellia属菌の 2種によって構成され，アイスラ
ンドポピーなどケシ類葉枯病菌および苗立枯病菌 A. 

penicillata（＝Pleospora papaveracea）あるいは A. papaveri-

colaが所属する。かつてはBrachycladium属やDendryphion

属に所属しており，Alternaria属の中でも特に小型の分
生子を形成する（図―2K）。有性世代も確認されている。

 6 Section Embellisiaおよび Embellisioides
旧 Embellisia属の一部の種によって構成され，ニンニ
ク鱗茎墨汚病菌 A. embellisia（＝E. allii）およびヒアシ
ンス葉枯病菌 A. hyacinthiが含まれる。植物病原性の有

無は明らかでない種が多い。
 7 Section Gypsophilae
カーネーション斑点病菌 A. nobilis（＝A. dianthi）な

どナデシコ科を宿主とする系統群で，11種が記載され
ている。小型～やや大型の分生子が少数連鎖して形成さ
れ，隔壁は比較的多く複雑化する（図―2J）。日本産種の
種名については検討を要する。

 8 Section Japonicae
アブラナ科黒斑病病原菌のひとつである A. japonicaに
代表され，現状 1種のみで構成される系統群である。比
較的小型の分生子が少数連鎖することに加えて，明瞭な
厚壁（厚膜）胞子を形成することが特徴である（図―2I）。

 9 Section Nimbya
旧 Nimbya属のうち，カヤツリグサ科やイグサ科植物
など単子葉植物に寄生する 21種で構成される系統群で
あり，日本ではクログワイ橙色茎枯病菌 A. scirpicolaの
みが確認されている。分生子形態は sect. Alternantherae

表－1　国内に分布する Alternaria属菌の分類学的所属と病名数

Alternaria section 記載種数 国内既知種 病名数 代表的な病名

sect. Alternantherae 5 3 1 センニチコウ斑葉病
sect. Alternaria 78 9 56 トマトアルターナリア茎枯病，タバコ赤星病など
sect. Brassicicola 2 1 8 ブロッコリー黒すす病など
sect. Chalastospora 8 0 0
sect. Cheiranthus 2 1 1 キャベツ種子から分離
sect. Crivellia 2 1 2 ケシ類苗立枯病
sect. Dianthicola 4 0 0
sect. Embellisia 5 2 1 ニンニク鱗茎墨汚病
sect. Embellisioides 9 1 1 ヒアシンス葉枯病
sect. Euphorbiicola 2 0 0
sect. Eureka 5 0 0
sect. Gypsophilae 11 1 2 カーネーション斑点病など
sect. Helianthinficientes 1 0 0
sect. Infectoriae 49 0 0
sect. Iranianae 2 0 0
sect. Japonicae 1 1 4 ハクサイ黒斑病など
sect. Nimbya 21 1 1 ハリイ類橙色茎枯病
sect. Omanenses 1 0 0
sect. Panax 6 1 4 オオバアラリア斑点病など
sect. Phragmosporae 6 0 0
sect. Porri 70 15 24 ニンジン黒葉枯病，マリーゴールド斑点病，トマト輪紋病など
sect. Pseudoalternaria 7 0 0
sect. Pseudoulocladium 4 1 0
sect. Radicina 8 2 2 パセリーアルターナリア病，ニンジン黒斑病
sect. Soda 3 0 0
sect. Sonchi 2 2 4 シネラリア輪斑病など
sect. Teretispora 1 0 0
sect. Ulocladioides 21 2 0
sect. Ulocladium 3 1 0
sect. Undifilum 5 0 0
上記に属さないか未検討 249 18 61 ワタ黒斑病，ダイコン黒斑病，ハス褐紋病など

計 593 63 172
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に類似し，有性世代の形成も確認されている種が多い。
 10 Section Panax
大型～小型の分生子が少数連鎖する 6種で構成され，

分生子は肥大化しやすく隔壁も複雑化しやすい。宿主は
イネ科やセリ科など雑多であるが，国内ではチョウセン
ニンジンなどのウコギ科植物における斑点病菌 A. panax

が代表的である（図―2M）。
 11 Section Porri
大型の分生子と糸状嘴部が特徴的な系統群で（図―

2O），ネギ黒斑病菌 A. porriやカボチャ黒斑病菌 A. cucu-

merina，チョウセンアサガオ輪紋病菌 A. crassaなど野
菜花卉を広く加害する病原菌 70種で構成されている。
国内では 15種 24病害が報告され，sect. Alternariaと並
ぶ本属の代表的な sectionである。

 12 Section Radicina
無嘴で卵形～楕円形の分生子を通常単生し，セリ科に

病原性を有する 8種で構成されている（図―2E）。国内
ではニンジン黒斑病菌 A. radicinaおよびパセリーアル
ターナリア病菌 A. petroseliniが報告されている。

 13 Section Sonchi
分生子は大型で少数鎖生する（図―2L）。菌株によっ
ては分生子が肥大化することもあるが，隔壁数は少なく
比較的シンプルな石垣状の形状である。シネラリア輪斑
病菌 A. cinerariaeを含む，キク科に病原性を有する 2種
で構成される。

 14  Section Pseudoulocladium，Ulocladioides，およ
び Ulocladium

いずれも分生子柄が細かくジグザグに伸長し，倒卵
形～楕円形の分生子を単生する旧 Ulocladium属菌によ
って構成されるが，A. atra（sect. Ulocladioides；図―2B）
および A. botrytis（sect. Ulocladium；図―2C）など形態
的にも分子系統学的にも種の定義は曖昧である。分生子
を鎖生する A. chartarum（sect. Pseudoulocladium；図―
2D）はしばしば A. alternataと誤同定される。基本的に
植物病原性を有しない。ツルナ黒枯病菌は Ulocladium 

sp.とされているが，再検討を要する。
 15 単型種（monotypic species）および未検討種
いずれの sectionにも属さず分子系統学的に独立した

分類学的位置にある種や未検討種もまだ多い。例えば，
セリ科ブプレウルムに寄生する A. triangularis（図―2G）
やアブラナ科黒斑病菌 A. brassicae（図―2N）は，sect. 

Sonchiの姉妹群であるがいずれも明らかな単系統で，
形態的にもユニークである。また，クミンに寄生するA. 

cumini（図―2F）は，sect. Eurekaに属させる場合もある
が検討を要する。

II　菌株の分離・培養，および種の同定方法

菌類の DNAバーコード領域として一般的である ITS

領域塩基配列の相同性をもとに種を同定することが簡便
であるが，目的とする種によっては ITSだけでは不十分
で，誤同定を招きやすい。特に新病害の発生報告や，試
験に利用する菌株を病斑上から新たに確立したい場合で
は特に形態観察および接種試験は今もなお必須である。
まず病斑上に形成された分生子をルーペあるいは実体
顕微鏡で観察し，連鎖の有無を観察する。病斑が濡れて
いるなど連鎖の確認が難しい場合であっても，分生子を
生物顕微鏡で観察して嘴部に分生子着生痕があれば連鎖
があったことやその分岐の有無についても判断が可能で
ある。それでも病斑上の分生子の多くは形態的に未熟で
あったり，温度や湿度の影響により本来の形態との差異
が生じていたりと，形態的な安定性に欠け，種の同定が
難しい場合が多い。そこで Alternaria属の形態学的な種
の検討は培地上における分生子形態，並びにその連鎖様
式の観察が基本になる。通常，本属による病害は病斑上
に分生子を形成するため，組織分離ではなく単胞子分離
を行って純粋な菌株を得ることが好ましい。単胞子分離
の方法については，中島（2008）および森川（2015）に
も詳細に解説されている通りである。
培地上における分生子の形成方法は SIMMONS（2007）

および遠山（1993）の方法があるが，やや煩雑な工程を
含むため，第 9回植物病原菌類談話会で提示した筆者
（西川，2010）の方法が簡便である。用いる培地は，V8

ジュース（あるいは代用として各種野菜ジュース）寒天
培地（V8A）であるが，sect. Alternariaのような小型の

図－3 培地上における分生子形成方法
先端へら型のマイクロスパチュラを使って培養菌叢の気中
菌糸を擦り取る様子．右半分のようにしっかりと気中菌糸
を取り除く．
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分生子が多数連鎖する種や sect. Radicinaのようなサイ
ズ計測が同定に大きく影響する種については，ジャガイ
モ・ニンジン煎汁培地（PCA）が適している。9 cmプ
ラスチックシャーレに作製した平板培地の中央に含菌寒
天片を植菌し，25℃暗黒下で 7～10日間培養した後，気
中菌糸を擦り取る（図―3）。この操作は，コーンラージ
棒などで行うと気中菌糸を押し潰すだけであるため，へ
ら型のマイクロスパチュラ（中島，2008）や解剖メスな
ど比較的鋭利な器具を用いて，可能な限り気中菌糸を取
り除く。これによって，気中菌糸に邪魔されることなく
分生子連鎖を明瞭に観察できるようになる。シャーレの
蓋はサージカルテープなどで軽くとめておく程度にし，
BLB照射下で一晩静置する。BLB照射は分生子形成細
胞の形成を誘起するために行うので，4～6時間程度で
あっても十分である（場合によっては照射しなくとも良
好な分生子形成が得られる）。生育の早いものであれば，
翌朝には分生子柄が培地表面から立ち上がってきている
様子を実体顕微鏡で観察できる。照射後は暗黒下で
20℃程度の比較的低温条件に移すと，3～6日後には多
量の分生子を得ることができるため，実体顕微鏡並びに
生物顕微鏡で分生子連鎖様式や分生子形態を観察する。
以下では特に，国内に頻出する sect. Alternaria，sect. 

Porri，並びにアブラナ科黒斑病菌・黒すす病菌の種の
同定方法について注意点を含めて解説する。

 1 Section Alternaria
分生子を多数連鎖し，培地上における分生子形成が密

になるため，連鎖様式の観察には比較的低栄養で無色に
近い PCAが適している。20℃暗黒条件に移した後 3日
以内には，分生子の連鎖する様子が確認できる（図―4）。
6日後における連鎖の数および側鎖（連鎖が分岐する）
の有無，分生子形成細胞となる偽嘴部の長さ，分生子本

体の大きさなどが種の主な分類形質である。しかしなが
ら，イリス類さび斑病菌 A. iridicolaやアルストロメリア
黒斑病菌 A. alstroemeriaeのような連鎖数や形態が特徴
的である一部の菌種を除き，本 section内の形態には種
間でオーバーラップが多く，また古い菌株では変異を生
じるものもあるため，形態観察のみによる種の同定は 

難しい。さらに分子系統解析では，ITS領域塩基配列の
多型が種間で少ないため，gapdh，rpb2，tef1，Alt a 1，
endoPG遺伝子など複数の配列を用いた解析が種の同 

定には必要である。そして何よりも重要なことは，A. 

alternataをはじめとする腐生性菌株が普遍的に存在す
るため，得られた菌株の宿主に対する病原性を確認する
ことである。
一方，その A. alternataにおいては，イチゴ黒斑病菌
やリンゴ斑点落葉病菌など宿主特異的毒素（HST）を産
生する病原性菌株群も知られている（赤木ら，2013）。
これらは A. alternataの病原型（pathotype）として定義
されてきたが，その一部については形態学的および分子
系統学的に独立種として類別できることが報告されてい
る（NISHIKAWA and NAKASHIMA, 2019）。ただし，各 HST

産生標準菌株を用いた確かな分類学的再検討が少なく，
所属未確定とすべきものもある。また近年では，従来認
識されていた毒素の宿主特異性とは一致しない宿主も報
告されてきており（オケラ類黒斑病，セネガ輪紋病，セ
イヨウナシ黒斑病），HST産生菌株の宿主範囲について
はさらなる検討が期待される。

 2 Section Porri
分生子は大型で基本的に単生し（まれに未熟な分生子
を連鎖することもある），やや生育の遅い種も含まれる
ため，分生子形成は V8Aで行う。分生子の大きさは，
種内においての多型性が高いため種間での差が不明瞭だ
が，糸状嘴部の形態的特徴で三つに大別できる（図―5）。
嘴部が無色の種（例えば A. dauci，A. porri，A. solaniな
ど）では，嘴部は種によって二又またはそれ以上に分岐
し，分生子本体は単純な石垣状，PDA培地において橙黄
色～赤色色素を産出する。嘴部が有色の種（A. cucume-

rina，A. sesami，A. zinniaeなど）では，嘴部は分岐せず，
分生子本体は複雑な石垣状，PDA培地において黄色色
素を産出する。例外的な種として，嘴部が無色～わずか
に淡色を呈し，培地上において分生子連鎖を比較的生じ
やすい A. crassaがある。本種の嘴部は分岐せず，分生
子本体は単純，PDA培地において色素を産生しない。
本 sectionでは ITS領域塩基配列によってもおおむね
上記グループの推定はできるが，種レベルの同定には
gapdhなどを合わせた系統解析が必要である。また，種

A B

図－4 Alternaria gaisenの分生子が培地上で連鎖する様子
A：V8A上における実体顕微鏡観察では生育が旺盛で，分
生子連鎖の細部の観察が難しい，B：PCA上における観察
では比較的密度が低くなり連鎖数や側鎖の有無が観察しや
すい（A. gaisenは側鎖を生じにくい）．
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の宿主範囲は植物属 1属に必ずしも限定的でなく，最近
では複数の属・科に多犯的に寄生する可能性がある種，
および A. alternataと同様に普遍的に腐生している種も
確認されている。そのため，分離源への病原性の確認は
ここでも極めて重要になる。

 3 アブラナ科黒斑病・黒すす病菌
アブラナ科植物の病原菌である主な 3種，A. brassicae，

A. brassicicola，および A. japonicaは腐生性 A. alternata

を加えても ITS領域の多型で識別可能であるが，圃場レ
ベルに近く迅速な判断が求められる現場ほど形態的特徴
によって同定するほうが合理的である。図―2に示した
通り，分生子の大きさや連鎖数は明瞭に異なっており，
病斑部の観察から始まる以下の手順において同定を進め
る（上記 4種以外の種がアブラナ科植物から分離される
こともあるがここでは除外する）。ただし，病斑上の分
生子の観察においては形態的な変異が大きく判断に迷う
ことも多い。また，複数種が同一病斑上に混在する可能
性もあるため，単胞子分離株を用いた培養上での同定が
確実である。

1． 病斑部における分生子形成は通常 5以上連鎖する 

  2
1． 短い分生子連鎖が認められる   3

1． 成熟した分生子形成が認められない   半日～1

日冷蔵庫あるいは室温で加湿し分生子形成を促す
2． 分生子先端の偽嘴部は 1～3細胞，偽嘴部を除く
分生子本体の長さは通常 50 μm以下で縦隔壁を
有する   A. alternata

2． 分生子先端の偽嘴部は 1細胞で乳頭状，分生子本
体の長さはおおむね 50 μm以下だが，しばしば
大型の分生子を混在，縦隔壁はまれ
  A. brassicicola

3． 単胞子分離株の PDA培養菌叢は気中菌糸を生じ
ず，分生子形成が豊富   2

3．PDA培養菌叢は気中菌糸を生じる   4
4．V8A上で分生子は長く連鎖する   A. alternata

4．V8A上で分生子は単生ないし 2～3連鎖する   5
5． 気中菌糸には厚壁胞子を形成し，偽嘴部を含めた
分生子全長は通常 100 μmを越えない
  A. japonica

5．分生子全長は 100 μmを越える   A. brassicae

各種形態的特徴の詳細は次の通りである（図―6）。
Alternaria alternata：PDA培養菌叢は多様で，淡灰色
または灰緑色～暗緑色，周縁部は白色，裏面中心部は暗
緑色～黒色，気中菌糸は綿毛状～ほとんど生じず黒色の

A

B

C

D

E

F

図－5 Section Porriにおける三つのグループ
A, B：嘴部が無色の種（写真は A. porri）．無色糸状の嘴部は単一～分岐し，
分生子本体の縦隔壁は比較的少なくシンプルな石垣状（A），培養菌叢裏面（右
半分；以下同様）は橙黄色～赤色の色素を放出（B）．C, D：嘴部が有色の種
（写真は A. cucumerina）．嘴部は分岐せず細く，分生子本体の縦隔壁は多く
複雑な石垣状（C），培養菌叢裏面は黄色色素を放出（D）．E, F：A. crassa．
嘴部は無色～淡色でおおむね単一（E），培養菌叢に色素放出なし（F）．
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分生子を豊富に形成するものもある。PCA上における
分生子は一つの分生子形成細胞から 10～20連鎖して形
成され，側鎖は多数複雑に生じる。分生子本体は淡褐
色～褐色で，球形～楕円形または洋梨形～倒棍棒形，大
きさ11～50×5～18（平均24×11）μm，横隔壁は1～8，
縦隔壁は 0～5，本体中央部の隔壁でくびれる。偽嘴部
は通常 1～3細胞，しばしば伸長し 100 μmに達するこ
ともあるが，糸状を呈することはない。

Alternaria brassicae：PDA培養菌叢は白色～淡灰色，
裏面中心部は暗緑色～黒色，生育は遅い。V8A上にお
ける分生子は通常単生，まれに 1～2連鎖して形成され
る。分生子本体は淡褐色～褐色で，円筒形～倒棍棒形，
大きさ 33～160×8～33 μm，横隔壁は 1～15，縦隔壁
は 0～9，表面平滑。偽嘴部は，分生子本体とおおむね
同色で境界不明瞭だが，時に長さ 120 μmに及ぶため分
生子全長は 240 μmに達する。

Alternaria brassicicola：PDA培養菌叢は暗緑色～黒
色，周縁部は白色，裏面中心部は灰色，気中菌糸はほと
んど生じず分生子形成が豊富。PCA上における分生子は
20以上連鎖して形成され，側鎖もよく生じる。分生子本
体は褐色～暗褐色で，表面は通常滑面～しばしば粗面，
球形～楕円形および円筒形，大きさ 8～52×6～16（平
均 19×9）μm，横隔壁は 0～7で縦隔壁はまれ。偽嘴部
は通常 1細胞で乳頭状。

Alternaria japonica：PDA培養菌叢は淡灰色～灰緑色，
周縁部は白色，裏面中心部は暗緑色～黒色。V8A上に
おける分生子は単生または 1～2連鎖して形成され，側
鎖は生じない。分生子は楕円形～倒棍棒形，淡褐色～褐
色，無嘴または 1～3細胞の偽嘴部を生じ，全体の大き
さは 16～95×9～26 μm，隔壁部でしばしばくびれを生
じる。分生子本体の隔壁数は横隔壁 1～8，縦隔壁 0～8。
気中菌糸および培養基質中に褐色～暗褐色の厚壁胞子を
豊富に形成する。

なお，いずれの種においても宿主範囲はアブラナ科植
物に限定されおおむね一致するが，自然発生における出
現頻度は植物によって異なっている。Alternaria brassici-

colaはブロッコリーやキャベツなどの Brassica oleracea

植物で圧倒的に高頻度であるのに比べて，A. brassicae

と A. japonicaは B. rapa植物（ツケナ類）やダイコンに
おいて発生頻度が高くなる傾向がある。ワサビにおいて
は A. brassicaeが最も強い病原性を示す。

III　統合的種概念と接種試験の方法

菌類の種の分類は主に形態学的種概念と分子系統学的
種概念によって体系化されている。最近では分子系統学
的根拠が重視され，DNA多型情報のみで新種が記載され
る例も認められる。それは進化生物学上，種と呼ぶのに

A

B

C

D

E

F

G

H

I

図－6 アブラナ科黒すす病菌・黒斑病菌の形態および培養性状の差異
A, B：A. alternataの分生子（A）および PDA培養菌叢（B）．C, D：A. brassicicolaの分生子（C）および PDA培養菌叢（D）． 
E―G：A. japonicaの分生子（E），厚壁胞子（F）および PDA培養菌叢（G）．H, I：A. brassicaeの分生子（H）および PDA 
培養菌叢（I）．スケールバーはいずれも 25 μm．
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はもっともらしいかもしれないが，とりわけ植物病原菌
類においては病理学上の違いが認められない，いわば実
体の見えない分類体系になる恐れがある。Alternaria属
菌に限った話ではないが，宿主範囲や病原性の強さ，薬
剤感受性など病害防除方法を整備するうえで重要とな 

る表現形質に何ら違いが見出せなければ，そこに種の 

違いを認識する必然がないからである。そこで筆者ら
（NISHIKAWA and NAKASHIMA, 2020）は，新種 3種および日
本新産種 5種を含む日本産 26種について，形態的種概
念および分子系統学的種概念，並びにその病原性（宿主
範囲）を組合せた統合的種概念によって種の再定義を試
みた。その結果，本属菌の接種試験に基づく病原性には
宿主植物の系統（属，連，科など）に沿った明瞭な宿主
選択性が認められ，病理学上有意な分類学的類別点を明
確に定義できた。
例えば，A. cinerariaeは菌株ごとに形態的に高い変異

幅が認められるが，いずれの菌株であっても sect. Sonchi

の単系統群であるということだけでなく，宿主範囲がキ
ク科サワギク連植物に限定されることを明らかにした。
また，イチゴ黒斑病菌とナシ黒斑病菌は形態的にも分子
系統学的にも類別できないが，異なる HSTを産生する
ものであることから，A. gaisen種内の分化型（それぞれ
f. sp. fragariaeおよび f. sp. pyri）として再定義した。そ
のほかにも A. gomphrenaeおよび A. paragomphrenaeは
同じ sect. Alternantheraeに属するが，前者の宿主範囲は
ヒユ科センニチコウ属植物に限定的で後者はヒユ科セン
ニチコウ亜科植物および一部のヒユ亜科植物に多犯的で
あった。
ここまで述べてきたように，本属菌の種の同定や新病

害の報告においては，接種試験による病原性の評価が重
要である。接種や評価方法はその目的によって適切に選
択されるべきであるが，多くの場合に共通することとし
て分生子懸濁液を用いることがまず挙げられる。これは
本属菌の感染は通常分生子の飛散によるためであり，含
菌寒天片の貼り付け接種よりも感染効率や自然病徴の再
現性は高い。また，人為的な付傷が作物の栽培特性上生
じるような場合を除き，被接種植物への付傷は必要な
い。無傷接種であっても，接種後 1～2日間程度，接種
部位の湿度を維持できれば，1週間以内に初期病徴が確
認できる。付傷接種でのみ病原性が認められる場合，日
和見的な寄生である可能性が高い。次にコッホの原則に
従って接種菌の再分離を行う場合，組織分離は適切では
ない。病原性があれば通常病斑上に分生子形成が観察で
きるため，単胞子分離を行う。過度の加温・加湿や被接
種植物の老化・傷みによって接種菌が腐生的に胞子形成

した場合は，同時に雑多な菌の混在が観察されるため，
再現された病斑上に接種菌の分生子が純粋に形成されて
いるか否かで病原性の有無を判断する。

お　わ　り　に

接種は植物病原菌の最も重要な表現形質である病原性
を検出する技術である。また，病原性の有無を確認する
目的だけでなく，防除試験，耐病性植物の選抜などにも
不可欠な作業であるため，試験の目的に応じて再現性の
高い結果が適切に得られるようデザインされなくてはな
らない。筆者らの研究では，病原性（宿主範囲）を種の
類別形質として活用したが，接種の結果得られる病原菌
の宿主範囲は基礎的な防除資料として本来重要な情報で
ある。しかし近年，植物病理研究における接種試験は，
コッホの原則を形式的に満たすだけの簡略化された手法
あるいは方法の記載が極めて簡素なものが多く，病理学
的な検証が形骸化していることに懸念を抱いている。全
ゲノム情報を得ることが難しくなくなった時代だからこ
そ，特に若手研究者には接種試験を伴う病因学的基礎研
究にも積極的に取り組むことを期待する。
また，植物病理研究者は分類学に対し概して無関心
で，病原菌の学名の変更に対しても従順である。DNA

情報のみを根拠に類別される現状をただ受け入れるだけ
では病原菌の実態を見失う可能性がある。今後，植物病
理研究者が病原性をはじめとする様々な表現形質情報を
分類学に反映させることができれば，植物病原菌類の学
名はより血の通ったものになるであろう。
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